
【別紙様式２】 

千葉県県土整備部所管公共事業事前評価自己評価調書 

事業名 一般国道２９６号 前原西工区 

担当課名 道路計画課 

 

１．事業の概要 

（１）事業の目的  本事業は、国際拠点港湾である千葉港の機能強化に伴う交通需要の

増大に対応するとともに、千葉港と周辺の工業団地を結ぶルートの 

渋滞を緩和するために実施するものである。 

本事業により幹線道路が集まり交通容量が不足している国道２９６

号（成田街道入口交差点～中野木交差点（延長 0.5km）の改良を行

い、交通円滑化を図ることで、慢性的な渋滞の緩和や安全性の向上、

物流の生産性向上を図ることを目的とする。 

（２）事業の内容  

 ①事業期間・時

期 

事業期間：令和８年度～令和１７年度 

②事業規模 延長：０．５ｋｍ 

幅員：１６．０ｍ（２車線） 

③事業費 全体事業費：２４億円 

④事業位置 船橋市 前原西  外 地先 

（３）指標 

①事業目的 ②指標 ③現状値 ④目標値 

交通の円滑化 
中野木交差点の 

需要率の減少 
０．８３０ ０．６１５ 

産業面の効果 
所要時間の短縮 

（南習志野工業団地～千葉港

（葛南東部地区）） 
４２分 

３８分 

（４分短縮） 

安全性の向上 歩道整備率の増加 ２５％ １００％ 

救急医療活動の支援 
１０分アクセス圏の 

カバー人口の増加 
２６７.２百人 

２６８，４百人 

（１.２百人増加） 

 

２．県が実施する必要性 

（１）現状及び課題 【現状】 

本事業区間は、国道２９６号や県道長沼船橋線、船橋我孫子線

など、幹線道路が集中する区間である。 

国道２９６号の主要渋滞箇所である中野木交差点（千葉港     

方面）では、交通容量の不足により旅行速度が著しく低下して  

おり、慢性的な渋滞が発生している。この渋滞により、           

隣接交差点（成田街道入口交差点）まで渋滞が発生し、南習志野

工業団地を起点として千葉港へ向かう貨物車の物流の生産性が  

低下している。 

当該区間は事故危険区間に該当しており、渋滞に伴う追突事故

に着目した場合の死傷事故率は平均の10.7倍となる141.7件/億台

キロとなっている。（県平均（追突のみ）： 13.2 件/億台キロ） 

（※令和元年～４年までの平均） 

 

 



【課題】 

・中野木交差点及び成田街道入口交差点の交通容量の不足による

慢性的な渋滞の発生 

・渋滞による貨物車両の物流効率の低下 

（南習志野工業団地∼千葉港(葛南東部地区)など） 

・渋滞による追突事故の発生 

・現道での歩行者（ゾーン３０プラス地区内を含む）の安全性  

向上 

（２）上位政策及び 

全体計画との関連 

 千葉県総合計画（令和 7.10 公表）では、県内で特に人口が     

集中し、渋滞が深刻化している県北西部において人・モノの     

流れのボトルネックとなっている慢性的な交通渋滞を解消する  

道路整備を最重要と位置づけ、国県道全体の円滑化に向けて、  

現道拡幅や交差点改良などを進めることが示されている。 

 新しい成田空港を支える高規格道路ネットワーク構築の        

基本方針（令和 7.11 公表）では、千葉港等の物流拠点への        

アクセス強化や、高速道路の整備に合わせて、一般道路の渋滞  

対策を加速化することでシームレスなサービスレベルを確保し、

渋滞ボトルネックの解消を図ることが示されている。 

（３）優先度及び 

適時性 

【優先度】 

 当該事業の整備により、中野木交差点から成田街道入口交差点

までの延長約 0.5km の交通渋滞が緩和されることで、南習志野   

工業団地から千葉港や花輪 IC へのアクセス性が強化されること

で、速達性向上、交通混雑解消などによる物流の生産性向上が  

期待されることから、優先度は高い。 

【適時性】 

 当該地域では国際拠点港湾の千葉港の機能強化が2030年台前半

に向けて進展しており、加えて海老川上流土地区画整理事業  

（令和 14 年 3 月まちびらき予定）による交通需要の増大も        

見込まれておりいる。その交通需要の増大に対応していくために

は、早期整備が不可欠である。 

（４）代替案との比較  国道２９６号の現計画は、都市計画決定しており、別ルート

は、現行の都市計画との整合が図られないことから、現計画が  

最も優位である。 

 

３．経済的・社会的効果 

○ 国土交通省のマニュアルに基づく一般国道２９６号の費用便益分析の結果、便益の 

現在価値化後（基準年令和７年度）の金額は、走行時間短縮便益で４１億円、走行経

費減少便益は４．７億円、交通事故減少便益は０．１億円であり、費用便益比(B/C)は  

２．９と便益が費用を上まわっている。 

○ 一般国道２９６号の整備により、以下の効果が見込まれる。 

・交差点部の交通処理の向上による交通の円滑化 

・物資輸送の効率化および物流生産性の向上による国際競争力の強化 

・ゾーン３０プラスの抜け道利用からの転換による安全性の向上 

・救急医療施設へのアクセス性向上による救急医療活動の支援 

 

 

 



４．環境に与える影響 

本事業が環境に与える影響を検討した結果、いずれも影響がないものと判断できる。 

事業の実施にあたっては、低騒音及び低振動の工法、建設機械の採用などを行っていく。 
項目 評価結果 基準 

二酸化窒素 基準の範囲内 １時間値の１日平均値が0.04～0.06ppmのゾーン内またはそれ以下 

浮遊粒子状物質 基準の範囲内 １時間値の１日平均値が0.1mg/m3以下 

騒音 基準の範囲内 幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準（昼間70dB、夜間

65dB）以下 

振動 基準の範囲内 第１種区域の要請限度（昼間65dB、夜間60dB）以下 

動物 影響なし 重要な種の生息環境は保全される 

植物 影響なし 重要な種の生息環境は保全される 

生態系 影響なし 重要な生態系は保全される 

景観 影響なし 対象道路の可視の程度は小さく、眺望景観の変化は小さい 

人と自然との触れ

合い活動の場 

影響なし 利用の支障及び快適性の変化が生じない 

 

 

５．総合的な評価 

 本事業は、費用便益分析の結果Ｂ／Ｃが２．９であり投資効果が見込めるとともに、 

交通の円滑化や、物流の効率化・国際競争力の強化、安全性の向上、救急医療活動の支援

が見込まれるため、令和８年度から事業に着手することが妥当である。 

  



【別紙様式３】 

事業概要図 

事業名 
一般国道２９６号 

船橋市 前原西  外 地先 
路線又は箇所名等 一般国道２９６号 

 

【計画平面図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【位置図】                      【計画横断図】 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

単路部 ※現況 中野木交差点 ※計画 

一般国道２９６号  
前原西工区 

成田街道入口交差点 ※計画 単路部 ※計画 

 

 


